
せいめいのき
 

 

 

 

 

 

 

 
 

新たな感染症のリスク低減のために 

校長 菅原 桂吾 

 

新型コロナウイルス感染症については、いまだ不明な点が多く、有効性が確認された特

異的なワクチンは存在しません。非常事態宣言が解除されたとはいえ、国内外の感染状況

を見据えると、私たちは、長期間、持続的な対策を講じながら、この新たな感染症ととも

に社会で生きていかなければなりません。 

こうした状況を踏まえ、子どもたちの学びを保障し、充実した学校教育を実施するにあ

たり、子どもたちや教職員の感染リスクをできる限り低減するように努めてまいります。

このため、学校での教育活動や行事等についても、十分な検討・工夫をしながら進めてま

いります。各学部・分教室毎に様々な活動を行っておりますので、具体的には、各学部・

分教室から随時ご連絡いたします。 

また、この感染症は、飛沫感染、接触感染で感染します。感染経路を断つためには、各

家庭のご協力が不可欠であります。感染症から子どもたちを守り、安全・安心な学校生活

を送ることができますよう、各家庭におかれましても、「新しい生活様式」を踏まえ、次

のような取組にご協力をいただきたいと考えております。 

 

１ 毎日の健康観察 

・毎日、登校前にお子様の健康観察（発熱等の風邪症状の有無の確認）をお願いします 

 ・発熱の症状がある場合は、自宅での休養をお願いします 

２ 手洗いの励行 

 ・家に帰ったら、まず手や顔を石けん等で丁寧に洗うことをお願いします 

  ３ 咳エチケットの徹底 

 ・登校や外出するときは、できるだけマスクの着用をお願いします 

（不要不急の外出は、できるだけ避けるようにお願いします） 

４ 家庭においての３密の回避（密閉・密集・密接） 

 ・こまめな換気による「密閉」の回避 

 ・身体的距離の確保による「密集」の回避 

 ・家族以外の人と交流する際のマスク着用等による「密接」の回避 

５ 抵抗力を高める 

・十分な睡眠、適度な運動やバランスの取れた食事を心がけてください 

 

※ 裏面に、文部科学省が作成した「『新しい生活様式』を踏まえた家庭での取組」を掲載いたし

ましたので、参考になさってください。 
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